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旧上越市内1の公立小学校 28 校から 4 校（大規模校 1 校、適正規模校 3 校）校を抽
出した。なお、平成 27 年 5 月 1 日時点における旧上越市内の全児童数2は 6542 名（１
年生：1119 名、２年生：1133 名、３年生：1120 名、４年生：1009 名、５年生：1089
名、６年生：1072 名）であり、調査対象校 4 校の総児童数は、1683 名（１年生：267














                                                  


















CASC は，児童青年期を対象とした睡眠習慣を評価する 12 項目，睡眠問題を評価
する 24 項目の計 36 項目から構成される質問票である。睡眠問題は，4 つのコンポー
ネントから構成されており，第１コンポーネントは Bedtime problems（不眠を評価す
る項目群），第２コンポーネントは Sleep breathing and unstable sleep（睡眠関連呼





















研究成果の詳細は，平成 28 年 3 月 31 日時点において各種学会発表や学術雑誌へ
の投稿の準備中であるため，成果の概要を以下に記載する。なお，既に公表した成果
の詳細に関しては，下記「本研究プロジェクトの成果公開状況・成果公開予定（平成
26 年 3 月 31 日現在）」を参照されたい。以下に，各研究の結果の概要を示す。 
（１）旧上越市の児童の睡眠習慣、睡眠問題の現状（表１・表２） 
 





















・ 構成員の平均値で見て、平日の就寝時刻が遅い（t(1016)=2.77, p<.01, d=.20） 
 
・ 構成員の平均値で見て、休前日の就寝時刻が遅い（t(1016)=3.27, p<.01, d=.24） 
 
・ 構成員の平均値で見て、休日の起床時刻が遅い（t(364.50)=3.09, p<.01, d=.24） 
 
・ 構成員の標準偏差で見て、休日の起床時刻に関して構成員間のばらつきが大き
い（t(320.80)=3.50, p<.01, d=.30） 
 

















1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生
平日就寝時刻 21:09 21:14 21:18 21:29 21:45 21:54 *
休前日就寝時刻 21:29 21:36 21:43 21:51 22:11 22:22 *
平日と休前日の
就寝時刻差
22.9分 25.5分 26.7分 26.6分 30.7分 32.4分 *
平日起床時刻 6:27 6:29 6:30 6:30 6:34 6:29 *
休日起床時刻 7:11 7:21 7:19 7:20 7:34 7:31 *
平日と休日の
起床時刻差





























42.1分 36.5分 45.9分 51.5分 49.1分 56.4分 *
F1：bedtime problem 4.5 4.2 4.2 4.1 4.9 4.5
F2：sleep breathing
& unstable sleep 3.5 3.5 3.9 3.3 3.7 3.2
F3：parasomnia
& sleep movement 1.9 1.5 1.5 1.3 1.5 1.1 *
F4：daytime problem 3.3 3.5 3.6 3.8 5.0 4.5 *
睡眠問題ありと
判定される割合

















CASC各項目 睡眠問題なし 睡眠問題あり p <.05
平日就寝時刻 21:24 21:40 *
休前日就寝時刻 21:45 22:13 *
平日と休前日の就寝時刻差 24.0分 36.7分 *
平日起床時刻 6:29 6:33 *
休日起床時刻 7:16 7:42 *











平日と休日の総睡眠時間差 42.4分 59.4分 *
F1：bedtime problem 3.4 7.5 *
F2：sleep breathing & unstable sleep 2.8 5.7 *
F3：parasomnia & sleep movement 1.0 2.8 *
F4：daytime problem 3.1 6.8 *
CASC Score 10.3 22.8 *
５． 考察 
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座を開設した。平成 26 年度ならびに平成 27 年度における小学校、中学校、ならびに
教育関係者を対象とした出前講座実施状況は以下の通りである。 
 
1. 上越市立下黒川小学校学校保健委員会（2014 年 6 月 18 日＠下黒川小学校） 
2. 上越市学校保健会（2014 年 6 月 19 日＠上越市教育プラザ） 
3. 新潟県立柏崎特別支援学校職員研修会グループ研修 
（2014 年 8 月 5 日＠新潟県立柏崎特別支援学校） 
4. 新潟県養護教員研究協議会上越支部一斉研修会 
（2014 年 8 月 20 日＠上越市教育プラザ） 
5. 上越市立戸野目小学校 (2014 年 11 月 13 日＠戸野目小学校) 
6. 直江津東中学校学校保健委員会（2014 年 12 月 5 日＠直江津東中学校） 
7. 上越市立富岡小学校学校保健委員会（2015 年 6 月 12 日＠上越市立富岡小学校） 
8. 新発田市立御免町小学校学校保健委員会 
（2015 年 6 月 17 日＠新発田市立御免町小学校） 
9. 柏崎市立瑞穂中学校区四校教職員連絡会（2015 年 7 月 6 日＠柏崎市立瑞穂中学校）  
10. 新発田市立第一中学校区教員研修会（2015 年 8 月 3 日＠新発田市立御免町小学校） 
11. 上越市立直江津東中学校学校保健委員会 
（2015 年 9 月 18 日＠上越市立直江津東中学校） 
12. 柏崎市立荒浜小学校ＰＴＡ主催文化講演会 
（2015 年 9 月 25 日＠柏崎市立荒浜小学校） 
13. 上越市立直江津中学校学校保健委員会 
（2015 年 10 月 9 日＠上越市立直江津中学校） 
14. 上越市立安塚小学校学校保健委員会（2015 年 10 月 30 日＠上越市立安塚小学校） 
15. 長岡市立下川西小学校学校保健委員会 
（2015 年 11 月 16 日＠長岡市立下川西小学校） 
16. 糸魚川東中学校学校保健委員会（2015 年 11 月 18 日＠糸魚川市立糸魚川東中学校） 
17. 上越市立小猿屋小学校学校保健委員会 
（2015 年 11 月 19 日＠上越市立小猿屋小学校） 
18. 上越市立雄志中学校保健委員会（2015 年 12 月 11 日＠上越市立雄志中学校） 
19. 上越市立春日新田小学校保健委員会 
（2015 年 1 月 20 日＠上越市立春日新田小学校） 
20. 上越市立上杉小学校保健委員会（2015 年 1 月 22 日＠上越市立上杉小学校） 
 
（５）今後の研究成果公開計画 
今後は本プロジェクトにより得られた調査データを踏まえ、成果を学術会議での発
表ならびに、学術雑誌等で公表する予定である。 
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